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あらまし  

個人の様々の活動がインターネット上で展開され

る時代へと移行する中，活動の過程で求められるアイ

デンティティ情報もネット経由の提供へ移行するこ

とが想定される．筆者らが提案する自己主権型アイデ

ンティティ情報利活用基盤（SSIUF）は，構成するエ

ンティティ間での安全なアイデンティティ情報の流通

およびアイデンティティ情報の検証を可能とする情報

流通基盤である． 

本稿では，W3C で議論・標準化が進められている分

散型 ID（DID）技術，検証可能属性証明（VC）技

術を活用した利用者の匿名性と特定・追跡性の両立

を可能とする SSIUF の構成（右図）を提案し，匿

名性および特定・追跡性の観点からの実装時および

運用時の要件を考察する． 
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